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国家によるネイション形成にはマイノ

リティの同化，強制，排除，周縁化が

つきものである．その際マイノリティ

の権利をいかに擁護し，それをリベラ

リズム理論の枠内に位置づけるのか．

キムリッカは，個人の自律的選択の基

盤としてネイションの言語や文化が重

要であると考え，「土着語の政治」を擁

護する．独自の教育や言語政策を行う

権利から，より広範な自治権，場合に

よっては既存の国家から分離独立する

権利までも認められるべきだと主張す

るのである． 

W. キムリッカ 

（Will Kymlicka） 

カナダ・クイーンズ大学卒業後，オックス

フォード大学で哲学の博士号取得，プリン

ストン大学・トロント大学を経て，現在，

クイーンズ大学哲学部教授．リベラリズム

の立場から，多文化社会におけるマイノリ

ティの権利などの問題を理論化している．

既訳書に『多文化時代の市民権』，『新版 現

代政治理論』がある． 
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